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4月19日㈮ 総務文教常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － － － 7
6月 6日㈭ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － － － 7
4月25日㈭ 観光建設常任委員会 － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － － － － － － － 7
6月 7日㈮ － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 － － － － － － － － 6
4月26日㈮ 民生福祉常任委員会 － － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 7
6月 4日㈫ － － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 7
5月28日㈫

議会運営委員会
－ 〇 － － 〇 － － － － 〇 － － － 〇 × － 〇 － 〇 〇 〇 〇 9

6月 3日㈪ － 〇 － － 〇 － － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 10
6月19日㈬ － 〇 － － 〇 － － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 10
6月11日㈫ 議会改革特別委員会 － 〇 － 〇 － － － － － 〇 － 〇 － － 〇 〇 〇 － － 〇 － － 8
6月 3日㈪ 第２回定例会（開会日） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21
6月17日㈪ 第２回定例会（一般質問①）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22
6月18日㈫ 第２回定例会（一般質問②）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22
6月19日㈬ 第２回定例会（一般質問③）〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22
6月21日㈮ 第２回定例会（閉会日） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22

一 般 質 問

山　端　美樹子
（自民公明クラブ）

問　十和田市を桜のまちとして盛り上げるため
には桜の管理が大切と思うが、管理に当たる樹
木医の人数は。
答　樹木医の資格を取得した職員１名が都市整
備建築課に所属しています。
問　樹木医の職員は貴重な人材と思うが、職員
の退職後を見据えた市の対応は。
答　育成状況の経過観察や病気の治療といった
きめ細かい維持管理を継続するためには、樹木
医の力が重要で必要不可欠と認識しています。
しかし、定年退職により樹木医としての知識や
経験、技術等の継承が困難になると予想される
ため、今後の対応については、本人の意向を確
認しながら、他市の事例等も参考にして検討し
ていきたいと考えています。
問　桜のまちを目指す際の課題は。
答　官庁街通りの桜については、老齢化による
樹勢の衰えから病気に罹患する桜も増えており、
桜の更新が必要と考えています。官庁街通りの
桜を観光客や市民に長く楽しんでいただくため、
ソメイヨシノの後継木としてのジンダイアケボ
ノを中心に、様々な種類の桜の配置について検
討していきます。

問　風力発電に賛成の立場として質問する。固
定資産税等の収入面や雇用創出の面など、市に
かなりの利点があると思うが、市の考えは。
答　風力発電事業の実施には地元の合意形成を
得ることが前提となります。現在県において、
再生可能エネルギーと地域、自然との共生に係
る新たな条例制定に向けた検討や、地域の視点
に基づく合意形成手続について検討中であるこ
とから、県の取組を注視し、進捗を見守ってい
きたいと考えています。

問　2019年に自治体の災害関連死審査会設置
が努力義務化されたが、当市の設置状況は。
答　現在は県に審査会の設置及び運営を委託で
きることから設置していませんが、委託した場
合、認定までに時間を要するため、今後、設置
に向けて検討したいと考えています。
問　災害時の罹災証明交付業務にあたる被害認
定調査職員数は。
答　税務課固定資産税係の家屋担当４名の２班
体制です。
問　罹災証明交付業務に係る研修の状況は。
答　県や各種団体が開催する研修会に都度参加
しています。
問　女性の視点を取り入れた避難所運営の取組
は。
答　「十和田市避難所運営マニュアル」では、
女性のニーズや意見が十分に反映されるよう、
避難所運営委員会への女性の参加、男女別更衣
室や授乳スペースの確保、女性による生理用品
や下着等の配布などを定めています。
問　避難所での性被害に対する取組は。
答　トイレや更衣室等を安心できる場所に設置
し女性が巡回する、女性が対応する相談窓口を
設置するなどの対策を講じています。
問　災害用井戸を整備する考えはないか。
答　様々な課題があるが、今後調査研究します。
問　災害関連死の予防対策として口腔ケアが重
要と思うが、市の対応は。
答　避難所の手洗い場等に口腔ケアに関する
リーフレットを掲示し、周知・啓発に努めます。
問　トイレカーの導入を検討しては。
答　現在のところ備蓄の簡易トイレや携帯トイ
レのほか、災害時応援協定による仮設トイレ等
のリースで対応したいと考えています。

桜のまちを目指す際の課題は 災害関連死審査会の設置状況は

戸　来　　　伝
（柊の会）

老齢化による桜の更新が必要 今後、設置に向けて検討する

　令和６年第２回定例会は、６月３日から６月21日まで19日間の
会期で開かれました。十和田市税条例の一部を改正する条例の制
定など、議案12件、報告15件が上程され、いずれも原案のとおり
可決されました。

議案審議の状況
６月定例会

❷ ❸

令和６年10月から
　　学校給食費を無償化　可決

可決

　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、
令和６年10月から、小中学校の学校給食費
を無償化します。

　がん検診の精密検査の受診率向上を図るため、
初回の精密検査費の一部を助成します。

◆対象者
　市が実施する「肺がん検診」及び「大腸がん検診」
で、要精密検査と判定された40 ～ 69歳の市民

◆助成金額
　各がんにつき
　上限6,000円

がん検診初回精密検査費を助成

今号から、本会議及び各委員会の議員出欠状況を公開します。
※令和６年第１回定例会終了後から第２回定例会までの間に開催した会議
※「〇」は出席、「×」は欠席、「－」は所属外

第２回定例会は、15人の議員から一般質問がありました。紙面の都合上、各議員が指定した質問事項とその答弁を要約して
掲載しています。詳細については、十和田市ホームページ内、会議録検索システム（９月掲載予定）をご覧ください。


